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李嶠雜詠（李嶠百二十詠・李嶠百詠とも呼ぶ）は唐の李嶠の詩集である。現在、李嶠
の雜詠詩は詩本文のみの無注本と注を有する有注本とがある。詩注本は平安時代には
傳来していたこともあって、當時、漢文で表記・表現していた搢紳の愛讀書となって
いた。以後、雜詠詩は詩人や歌人や國文學者の研究對象とされてきたのである。就中
、詩注の研究は徐々に進展してきたが、詩の本文の研究は停滯したままである。そこ
で、この論文では雜詠詩集及び百詠詩注の諸本の収集から始める。國文學者で諸本を
収集していた學者もいたが、その多くは詩注本の収集であった。ここでは詩注本は勿
論のこと雜詠詩を収録する李嶠集も全て収集して考察することにした。まず、李嶠の
年譜を作成して、如何なる人生を送ったかを通覧し、その上で李嶠の雜詠詩以外の詩
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が何時頃詠出されたのかをでき得る限り明確にする。次に雜詠詩・李嶠集の諸本の所
在を明確にする。更に雜詠詩の押韻・平仄・對句などの内容を調査し、當時の風潮で
文學的思潮の最先端であった近體詩成立との關連性を檢討する。そして雜詠詩が童蒙
書としての要因である詩の故事を檢討する。日本における雜詠詩の讀者がこの詩集を
讀み書きした動機は、實にこの詩を讀むことによって中國の古典を學習することがで
きたからではないかと考える。次に當時の人々が雜詠詩から得た知識に基づいて記さ
れた書物が、如何なる種類の雜詠詩の傳本に據って記されたものであるかを調査する
。最後に雜詠詩には詩注本があるが、現在、唐代の張庭芳の注が存在しており、近年
、張方の注もあったと發表された。しかし、この張方は張庭芳と同一人物であるとい
うのが主流である。この論文では詩注本の作者が三～四人いることを公表して閉じる
。概して言えば、この書は李嶠と雜詠詩の基礎的研究である。
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好厚一本，版本虽然多但是系统很明晰。
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